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要旨 
本稿では、英語聴解力と語彙力を向上させるために作成した看護英語学習用ポッドキャスト教材の開発過

程、内容、初期段階の評価を報告する。ポッドキャストの制作においては、原稿に使用する言葉は単語頻度
順位の高いものを利用するように心がけた。しかし、医学、薬剤学、解剖学、生物学の専門用語のような一
般会話や印刷物で頻繁に出現しない未知語を使用することが避けがたいため、ポッドキャストの難易度は高
かった。定期的にポッドキャスト教材を活用すれば、医療のトピックに密接に関係する言葉や頻度順位の低
い言葉に複数回遭遇できる。教室における受講者数の多さや習熟度の差があるため、リスニング活動の弊害
となる。一方で、ポッドキャストは学生が好きな場所で好きな時間に学習ができる利点がある. ただし、ポッ
ドキャスト教材の作成にかかる負担が大きく、他大学の看護英語教員と共同作成を推奨する。
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実践報告

生のリスニング能力の向上及び専門的なボキャブラ
リーと多文化の視野を広げるために開発された英語
学習用ポッドキャスト教材の開発初期段階の報告と
評価について述べる。この報告を通して、本学の看
護教員にポッドキャスト教材作りの背景に関する問
題とポッドキャストの内容、その通過評価を知って
もらい、この教材を看護学生をはじめ、看護教員や
現役看護師の、より効果的な英語学習に生かしても
らうことを期待する。

背景
簡単に言うとポッドキャストとは、誰もが作れ

るネットで配信できるラジオ番組のようなものであ
る。さらに視聴者がポッドキャストの番組に登録す
れば、作成者が新規のエピソードをインターネッ
トにアップロードするとそれが自動的に端末にダウ
ンロードされる。ポッドキャストは新しいものでは
なく、2001 年に発売され普及した。iPod の特性を
生かし、ポッドキャストが新しいメディアとして創

I. はじめに

我が国に滞在する外国人の増加に伴い、医療現
場では外国人患者の受療率が益々増える見込みで
ある。その中で、多くの外国人患者は日本語で困る
ことが予想されている。しかし、今日医療従事者が
外国人患者に適切なケアを提供するための外国語
の運用能力が発揮できるとは言い切れない。これか
ら医療従事者となる学生が外国人患者と円滑に対
話するためにスピーキング能力、リスニング能力と
専門的なボキャブラリーや多文化知識を徹底的に身
につけなければならないと考える。特に医療従事者
の中で患者にとって最も身近な存在である看護師の
場合、患者の私生活や病状のあらゆる面について
的確にコミュニケーションをとれることが重要であ
ると考えられる。しかし、看護大学や学部において
教育時間、英語授業環境などの制限がある中、看
護師を目指している大学生の英語運用能力を向上
させることは困難である。そこで本稿では、看護学
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まった要因は 2 つあると考える。
まず、音声面から日本語と英語を比較すると音節

構造、リズム、音変化の規則等の違いが挙げられ
る。例えば音節構造ならば、日本語は開音節、英
語は閉音節の傾向がある。具体的に言うと日本語の
場合には、開音節というのは、 撥音「ん」と促音「っ」
以外、音節（即ち平仮名一文字）は必ず母音で終
わることになる。一方英語では、閉音節の傾向が強
く、 子音で終わる音節が多くある。この事実により、
日本語母語者は子音で終わる音節の後に母音をつ
けがちである（Ohta, 2004）。スピーキングの場合、
これはカタカナ英語と言われ、日本人でない話し相
手にわかってもらうことを妨害する。例えば、仮に
英語圏のマクドナルドにカタカナ英語でサラダを注
文する日本人がいるとしよう。簡単な英語で「Salad, 
please.」と言ってみるが、相手は聞き取れないだろ
う。この発話を音節構造から見ると、 英語で「ˈsa-ləd 
ˈplēz」のように３つの音節からなるが、カタカナ英
語では、「sa-la-da pü-̍ lē-zü」のように母音の発音が
異なるのはもちろん、音節の数も2 倍になる。この
ような音声面での違いは日本人が英語を的確に聞
き取ることも妨害する原因となっている。これに加
えて、学生が英語における音変化（脱落、連結、
音挿入等）に不慣れなため、主にペーパーで覚え
た単語を聞いても聞き取れない可能性が高いと考え
る。例えば、中学校で覚えた「interesting」の発
音は「インタレスチング」ではなく、2 番目に強調し
ない母音があるためその音節は次の音節と合併す
ることよって「 i̍n-trə-stiŋ」のように発音することが
多い。従って、英語母語者がナチュラルスピードで
発する発話を理解することが困難であると考えられ
る。

そして、語学習得の面からリスニング能力を養成
したり、ボキャブラリーを習得したりする学習活動
が十分になされていないことも挙げられる。中高 6
年間で学校が提供できる授業時間だけではリスニン
グ能力をはじめ、十分な英語の運用能力を身につけ
るのは不可能である。2016 年度の新入生はまだ旧
学習指導要領（平成 10 年度改訂）が適用され、中
学では英語の授業時間数が毎年 105 時間であり、
高校ではコースにより毎年 105 時間以下から141 時
間以上と幅広い授業時間数になる。ベネッセ（2014）

出された。そして、2006 年にはポッドキャストが
言語学習における消費者（学生・教員）と作成者
（学生・教員）に既に広く利用される教材となった
（Chinnery, 2006）。スマートフォンを活用すると学
生がポッドキャストを好きな場所で好きな時間に聞
けるという利点がある （Selwood, 2014）。 さらに、
ポッドキャストはモバイル端末だけではなく家や大
学のパソコンからでもポッドキャストのウェブサイト
に行けば聞くことができるのでその利便性は高い。
この利便性を踏まえ、英語リスニング能力に伸び悩
む看護学生の対策として看護英語学習用ポッドキャ
スト「Nursing English Weekly」という教材を制
作した。

現在の新入生は中学から英語教育を受けてきた
にもかかわらず、大学の入学時に多くの学生のリス
ニング能力が不足しているのが現状である。平成
26 年に学習指導要領に基づき、全国の高校 3 年生
約 7 万人（国公立約 480 校）の英語力を調査する
ために 4 技能（読むこと、聞くこと、書くこと、話
すこと）を対象とした試験が行われた（文部科学
省 , 2015）。この試験は CEFR （Common European 
Framework of Reference: ヨーロッパ言語共通参
照枠）を配慮し設計された。CEFR とは異なる試
験を相互に比較することが出来る熟達度別の 6 段
階からなる国際標準の参照枠である。段階ごとに
言語を使って「具体的に何ができるか」という形で
言語力をわかりやすく説明する能力記述文「can-do 
descriptor」が設定されている。約 25 分の聴解試
験は多肢選択式で、18 問の課題解決問題と18 問
の要点理解問題から構成され、もっとも低いレベル
の A1 から中上級レベルの B2 までのレベルを測定
できるように準備された。結果、約 76％の生徒の
聴解力が A1 のレベルにとどまることが分かった。
このレベルの総合聴解力の能力記述文によると、学
生が「意味が取れるように長い区切りをおいて、非
常にゆっくりと注意深く発音してもらえれば、発話
を理解できる」や「当人に向かって、丁寧にゆっく
りと話された指示なら理解できる。短い簡単な説明
なら理解できる」（Council of Europe, 2001）が、
英語母語者の対話やテレビ、ラジオを聞き取り、理
解することはできない。6 年間英語を勉強しても過
半数の学生のリスニング能力が初級のレベルにとど
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教材は Voice of America Special English（以下
VOA SE）というニュース番組である。アメリカ合
衆国政府が運営する国際放送局であるVOA SE で
はラジオやインターネットで時事ニュースや特集の
エピソードが放送される。外国人の視聴者が対象
であるため、限られた言葉を使い、アナウンサーが
ゆっくりとはっきり発話する。当時、医療関連のエ
ピソードが少なく、エピソードの長さやエピソード
に含められたそのままの英語のインタビュー等で学
生が苦労していた。そして、当時の VOA サイトは
特別な学習活動の準備がされておらず、筆者はエ
ピソードごとにプリントや学習活動を設計する必要
があった。これらの欠点を考慮し、著者はポッドキャ
ストに乗り換えることを検討し始めた。

その結果は、英語学習用のポッドキャストや看護
学のポッドキャストが大量に存在するということで
あった。しかし、看護の分野に関連する英語学習用
のポッドキャストはほとんどなかった。英語圏の看
護学生のために制作した看護学のポッドキャストは
スピードや表現の難易度のままに日本の看護大学の
1 年生に使用することは現実的ではなかった。だか
ら、筆者が自らポッドキャストのエピソードを開発
すれば、トピックと 言葉の難易度や話すスピードの
ような重要点を配慮しながらポッドキャストを制作
することができると考えた。

ポッドキャストを聞くだけではなく聞く以外の
学習活動にも効果をもたらすと考え、広島大学
の Selwood 氏 が 計 画・ 作 成 し た「Hiroshima 
University’s English News Weekly」というポッ
ドキャストを参考にした。このポッドキャストは時
事ニュースを中心とし、ポッドキャストのほか、
10 ページ以上の学習活動のプリントを pdf 形式で
ポッドキャストと一緒にウェブサイトで提供している
（Selwood, 2013）。筆者は Selwood 氏の許可と助
言を受け、同じようにポッドキャストとプリントを学
生に提供することにした。

ポッドキャストの開発が進み、ポッドキャスト
を発信するためにワードプレスという無料のブロ
グプラットフォームを採用し、「Nursing English 
Weekly」というウェブサイトを作成した。ブログの
特徴の 1 つは関連する投稿を即座に集約するため
の ｢タグ｣ である。｢タグ｣ を使用すれば、エピソー

が全国の中高生を対象に、英語学習の実態につい
て調査した結果、 回答した約6,300名のうち8割が、
授業中に「英文を日本語に訳す」や、「先生の説明
を聞く」、「英語を読んだり書いたりして覚える」と
いう学習をしていることが明らかになった。授業の
予習と復習についても、「教科書本文を和訳」とい
う学習方法を 6 割の人が回答していた。これではリ
スニング能力を向上させる学習活動とは言えない。

また、語彙力については、出現率の高い頻度順
の 6,300 位までの言葉を習得することが英語学習に
とっては重要であり（Cobb, n.d.）、この 2,000 位ま
での言葉が一般英語のテキストや会話に出現する
言葉の約 80 ～ 85％を占めるため、さらなる勉強の
土台となると言われている（Nation, 2008）。しかも、
同じ言葉を 20 回以上かつ多種多様な文脈に目にす
ることがなければ、その言葉を習得する可能性が低
いと考えられる（Waring & Takaki, 2003）。中高の
教科書にはこの 2,000 語が一部含まれているが、そ
れらの言葉の出現回数は 20 回以上に満たない。

音声面での上記のような妨害を乗り越えるために
発音の指導のほか、学生の習熟度に合う内容の英
語を聞く多くの機会が必要である。しかし、看護大
学の授業環境もクラス規模、授業時間数、履修生
の英語力の差等によって、適切な指導と教材や機
会を学生に提供するのは物理的に困難である。3 つ
の必須英語科目で 1.5 年間で週一回 90 分の授業を
45 回しか履修できない。さらに必須英語科目の受
講者数は 50 人を超え、学生の英語力にばらつきが
あるので、個別に発音の指導も適切なリスニング教
材も提供しがたいのが現状である。よって、リスニ
ング能力を伸ばすために看護英語学習用のポッド
キャストを学生に提供することが上記の背景を克服
するような取り組みになると判断した。また、看護
学生のために基礎英語だけではなく専門的な語彙
や医療的なテーマを用いる教材にも接触することが
できると考えた。 

II. 方法

リスニング能力を伸ばすことはこれまで配慮して
きたため、ポッドキャストを開発する1 年前から別
の取り組みを始めた。その取り組みの基礎となる
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と、学習管理システム（Google Classroom）で学
生に知らせた。それから Google Classroom にポッ
ドキャスト教材が掲載されたサイトのリンクと課題
の提出期日を「Assignment」として書き込んだ。
Google Classroom に「Assignment」を設定すると
学生に自動的に通知されるのである。

学生は提出期日までに授業外で新規のエピソード
を何回も聞き、プリントの問題を解かなければなら
ない。そして、提出物については学生が完成したプ
リントを1 枚ずつ携帯やスマホで撮影し、全写真を
Google Classroom で提出する。学生全員が提出を
完了すれば、筆者が答え合わせ用のプリントをサイ
トに投稿するが、答え合わせの作業は各自に任せる
ことになる。成績に関しては、プリントの得点を使
用せずに学生がプリントを完成したか、提出期日ま
でに Google Classroom に投稿したかということで
評価する。

III. 結果

2016 年前期に合計 13 話の医療に関連するポッド
キャストとプリントをウェブサイトに準備することが
できた。今回学生からのデータがないため、本節で
は制作したエピソードの内容や出現した言葉を分析
する。

まず現在のエピソードのタグを見ると、異文化と
病気の体験談、公衆衛生、医療ニュース、生活の
質（QOL）と外国人患者の 6 つの項目から構成さ
れる。多様なトピックを選定したが、公衆衛生（5回）
と異文化（4 回）に関連するトピックが最も多いタ
グになった。長さについては、初回のエピソードは
3 分 55 秒で最短のエピソードになったが、話の内
容が薄く、ポッドキャストが短すぎると感じたので 5
～ 6 分のエピソードを作成することにした。制作し
た 13 話のエピソードのトピック、タグ、と長さは表
1に示した。

ドの分類ができ、閲覧する者が容易に関連するエピ
ソードを探し出すことができる。

2016 年度の前期に毎週新規エピソードをサイトに
投稿する目標を立てた。エピソードとプリントを作
成するには下記の過程を踏み、トピックの発想から
エピソードのアップロードまでには約10時間を要した。

1）トピックの設定と下調べ
2）原稿の作成
3）プリントの作成
4）エピソードの録音・制作
5）エピソードとプリントのアップロード

トピックの設定は SNS で共有した話題や医療に
関連する最新ニュースを中心に選定した。これは、
日常生活で学生が日本語で耳にしたトピックである
場合、英語で聞いた場合でも、母語で既有知識を
呼び覚ますからだ。正確な情報を伝えるのが重要
なので、原稿の下書きを書きながら医療サイト（Mayo 
Clinic, WebMD 等）で専門的な情報を調べ、自ら
の理解も確認する。エピソードの録音は Recorder 
for Dropboxという無料のiPadアプリを使用した。
それから無料音声編集ソフトAudacity により音声
処理をした。その後編集を行い、mp3 形式のファ
イルが完成する。

5ページからなるプリントはMS Wordで作成し、
pdf 形式としてサイトに投稿する。プリントの内容と
目的を以下に示した。

1）  プレリスニング活動 1 : 偏見や予備知識を問う正
誤問題

2）  プレリスニング活動 2 : 頻度の高い言葉や専門用
語を導入するマッチング問題

3）  リスニング活動 :リスニング中、原稿にある10
個の間違い探し

4）   ポストリスニング活動 :4 択の聴解問題
5）  任意活動 : エピソードのテーマに関連するウェ

ブサイトを使い、読んだり聞いたりしてから学
生が自分の意見や感想、サイトに掲載した情報
を書く。

サイトに新規エピソードとプリントを掲載したあ
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山あり、重複した言葉を１回のみと数えた場合、使
用した言葉の平均は 209 語（タイプ）になる。語彙
の多様性から見ると、タイプ・トークン比（TTR）
の平均は .49 であった。これは例えば TTR が１で

エピソードに使用した言葉の分析を表 2 に示し
た。使用した言葉の合計（トークン）は 342 語から
469 語よりなり、使用した単語数の平均は 432 語で
あった。同じエピソードに複数回出現した言葉は沢

エピソードに使用した語彙の分析結果表 2

エピソードのトピック、タグ、と長さ表 1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

トピック

マスクの使用

抗生物質耐性菌株

肩痛

アメリカでの授乳現状

三次喫煙

蚊媒介疾病

予防接種

パーキンソン病

体温の測り方

乳がん

アルツハイマー病

疱疹ウイルス

外国人の患者

タグ

異文化

医療ニューズ

病気の体験談

異文化

公衆衛生

公衆衛生

公衆衛生

生活の質 (QOL)

異文化

公衆衛生・疾病

病気体験談・疾病

異文化・公衆衛生

外国人患者

長さ(分)

3:55

4:34

5:38

5:30

5:33

5:59

6:05

5:15

4:13

5:20

5:16

5:29

5:19

平均　 5：14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

平均

2K

83%

85%

84%

83%

83%

78%

77%

83%

82%

81%

87%

82%

86%

83%

TTR

.57

.52

.49

.52

.50

.48

.48

.54

.43

.52

.44

.45

.38

.49

タイプ(語)

195

192

216

217

234

218

212

226

162

233

189

211

207

209

トークン(語)

342

372

439

417

469

451

439

419

376

444

432

468

543

432
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の、ポッドキャストを聞くだけで学生のリスニング
能力が上達したり、ボキャブラリーが増えたりした
とは言えない。効果を上げるためには、さらなる学
習活動が欠かせないものである。プリントは既有知
識を呼び覚ますことや要点理解の問題、言語面に
意識を向けさせる問題等のような効果的な学習活動
から構成されたが、学生が自己の管理でリスニング
とプリントを行うため、ポッドキャスト教材の効果に
疑問が残る。学生の提出の傾向から見ると、真剣
なおかつ丁寧に課題に取り組んでいる学生はいる
が、ポッドキャストを聞かずに何かの方法でプリン
トを完成させ、画像を投稿する学生もいたにちがい
ない。よって、課題の設定や提出方法を考え直す
必要性はあると考えられる。さらに音声を聞きなが
ら聞いた音声を即座に復唱する活動「シャドーイン
グ」を行えば、英語の音に慣れ、英語の能力を向
上する可能性が高くなる（鈴木、2007）。今後シャドー
イング活動を紹介するビデオや説明をあらかじめ学
生に提供し、シャドーイング活動を促進する指導活
動の必要性があると考える。

次は、エピソードの原稿を作成する際には、言
葉の難易度と学生の習熟度を配慮し、難度が高い
言葉をなるべく避けようとしたが、専門用語の多い
医療分野では不可能だった。それにしても、 今回の
ポッドキャストの原稿には 30 ～ 50 語の未知語があ
り、円滑にポッドキャストを理解できると言い難い。
また、看護のような専門的なテキストになると、難
解度の高い専門用語が多く、同じテキストに複数回
出現しないかぎりそのような言葉を習得する可能性
は低いと考えられる。よって、今まで使用した専門
用語が新規のエピソードにも使われると、学生がそ
の専門用語を再び目にするような機会を提供すれ
ば、語彙力が強化される機会になる。

難度の高い医療専門用語が出現しても、適切な
ボキャブラリー学習活動を設計すれば、学生が英
語で医療に関連する話を聞き、英語に聞き慣れるこ
とだけではなく、外国人患者を満足させるようなケ
アをすすんで提供することが期待できる。学生の動
機付けとして、トピック選定や原稿の下調べを学生
に任せることやエピソードの数が増えたら、新規の
エピソードではなくタッグを使用し、過去の面白そ
うなエピソードを学生に自由に選んでもらうこともこ

あるとしたら、トークンとタイプは同数であり、同じ
言葉を複数回使うことはないということである。語
彙の多様性が低い場合、1 回のみ使用した言葉は
少ないのでそのテキストの難易度が低いと考えられ
る。それぞれのエピソードの平均 TTR は .49 であ
り、つまり使用された言葉のおよそ 50％が複数回出
現した。

エピソードの語彙を分析するため、Cobb 氏が作
成したオンライン Vocabulary Profiler を使い、4.5
億語の英米 BNC-COCA-25 コーパスで出現語の頻
度順を探った。多様なコーパスがあるが、コーパス
の構築や特徴は本稿では扱わない。表2の2kとは、
単語頻度表の 2,000 位までの言葉の出現率のことを
表している。2,000 位までの言葉は平均 83％出現し
たが、残りの平均 17％の言葉は 2,000 位以上のもの
であった。この言葉を調査すると専門用語（医療従
事者同士が用いる言葉）と一般専門用語（患者な
ど、一般の人が用いる医療用語）、固有名詞、トピッ
クに密接に関連する言葉（例 エピソード 6 の蚊媒
介疾病では mosquito 等）の 4 つに分類することが
できる。BNC-COCA-25 のコーパスは 25,000 位まで
の順位で作られており、この 4 つのカテゴリーの言
葉は 10,000 位以上のものが多く、リストにないもの
もあった。特に専門用語や一般専門用語である医薬
品名、予防接種名、病気名、症状、解剖学の言葉、
生物学の言葉は頻度リストの低い順位に出現して
おり、 氏名と地名はリストになかった。エピソードに
よって、この頻度の低い言葉は複数回出現したもの
と1 回のみのものに分けることができた。

IV. 考察

看護英語学習用のポッドキャストを開発する理由
は 4 つあった。英語を聞く機会を増やすことと難易
度を配慮した教材を学生に提供すること、医療に関
連するトピックや専門用語を学生に紹介すること、
リスニング能力の向上に対する授業環境への妨害
を取り除くことである。以下では、この 4 点を考慮
しながら今回のポッドキャストの取り組みを評価し
ていく。

まずは、毎週エピソードを１回かそれ以上聞け
ば、学生の英語を聞く機会が増えたと言えるもの
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うな学習法である。英語の授業の履修後や卒業後
でも英語を自学自習するきっかけにもなると考える。

学生からポッドキャストの評価や定量的なデータ
を調査しなかったのは本稿の弱点である。今後、ポッ
ドキャストは学生の英語力、看護の視野、英語学習
に対する動機や関心などにどれほど影響があるかを
調査する必要性が示唆された。
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